
制度名 概要 要件等 締切 リンク リンク先

相談受付中 コメ新市場開拓等推進事業 【趣旨】

　国内外の新たな需要に対応するため、産地

と実需者の結びつきを強化し、両者の連携に

基づいた需要に応じた米の生産及び需要の更

なる創出・拡大に向けた加工品の製造棟を推

進していくことが重要です。

　このため、水田農業を新たな需要拡大が期

待される作物を生産する農業へと転換すべ

く、新市場開拓用米や加工用米、米粉用米

（パン・めん専用品種）について、産地と需

要者が連携して作成する「産地・実需協働プ

ランに基づいた、実需者ニーズに答えるため

の低コスト生産棟の取組を支援します。

【事業内容・交付単価】

低コスト生産等の取組支援（10aあたり）

新市場開拓用米　4万円

加工用米　　　3万円

米粉用米　　　9万円

（米粉用米は、パン・めんの専用品種）

【交付対象者】

販売農家等

【採択要件ほか】

・農業者又は集出荷業者が、実需者と販売契約等を締結す

ること。

・農業者は、対象品目について３つ以上の取組を行うこ

と。

（取組メニュー例　抜粋）

①直播栽培　②疎植栽培　③プール育苗　④効率的な施肥

ほか

各メニューの詳細や他のメニューについては、要綱等をご

確認ください。

【留意事項】

・品目ごとの成果目標（当年産の取組面積、過年度からの

拡大面積）等による地域協議会ごとのポイントの高い順か

ら採択されます。

・本事業で支援を受けた水田の面積については、水田活用

の直接支払交付金対象面積から除きます。

（参考）戦略作物助成等単価（10a)

新市場開拓用米　　2万円

加工用米　　　　　2万円

米粉用米　　　　　5.5～10.5万円

2024年1月31日 https://www.maff.go.jp

/j/syouan/keikaku/souk

atu/r6_hata_kome.html

農林水産省HP

相談受付中 畑作物産地形成促進事業 【趣旨】

　国内外の新たな需要に対応するためには、

産地と実需者の結びつきを強化し、両者の連

携に基づいた、需要に応じた畑作物の生産を

推進していくことが重要です。

　このため、畑作物の導入・定着により、水

田農業を需要拡大が期待される畑作物を生産

する農業へと転換すべく、麦、大豆、高収益

作物、子実用とうもろこしについて、産地と

実需者が連携して作成する「産地・実需協働

プラン」に基づいた、実需者ニーズに答える

ための低コスト生産等に取り組む生産者を支

援します。

【事業内容・交付単価】

低コスト生産等の取組支援（10aあたり）

　４万円

（対象作物）

・麦、大豆、高収益作物（野菜等）

（いずれも新市場開拓用、加工用）

・子実用とうもろこし

【交付対象者】

販売農家等

【採択要件ほか】

・農業者又は集出荷業者が、実需者と販売契約等を締結す

ること。

・農業者は、対象品目について３つ以上の取組を行うこ

と。

（取組メニュー例　大豆を抜粋）

①大豆300A技術　②難防除雑草対策　③効率的な施肥

④均平作業　ほか

各メニューの詳細や他のメニューについては、要綱等をご

確認ください。

【留意事項】

・品目ごとの成果目標（当年産の取組面積、過年度からの

拡大面積）等による地域協議会ごとのポイントの高い順か

ら採択されます。

・本事業で支援を受けた水田の面積については、水田活用

の直接支払交付金対象面積から除きます。

2024年1月31日
https://www

.maff.go.jp/j

/syouan/kei

kaku/soukat

u/r6_hata_k

ome.html

農林水産省HP
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制度名 概要 要件等 締切 リンク リンク先

相談受付中 畑地化促進事業 【趣旨】

　水田を畑地化して畑作物の本作化に取り組

む農業者に対して、畑地利用への円滑な移行

を促し、畑作物の需要に応じた生産を促進す

ることを目的として、生産が安定するまでの

一定期間、継続的に支援（伴走支援）を行う

とともに、畑作物の産地づくりに取り組む地

域を対象に、関係者間での調整や畑地化に伴

う費用負担（土地改良区の地区除外決済金

等）等に要する経費を支援します。

【事業内容】

1　畑地化支援

　畑作物等の本作化に取り組む農業者を支援

　単価　14.0万円/10a　ほか

2　定着促進支援

　水田を畑地化して、高収益作物、畑作物等

の定着等に取り組む農業者を5年間継続的に

支援

　単価　2.0～3.0万円　×　５年間　ほか

3　産地づくり体制構築等支援

　畑作物の産地づくりに取り組む地域を対象

に、関係者間の調整に要する経費や土地改良

区の地区除外決裁金等を支援

【交付対象となる取組】

1　畑地化支援に係る取組

前年度において主食用米や水田活用の直接支払交付金の交

付対象となった作物等が作付けられ、交付対象水田に該当

している農地を、７月１日付けで交付対象水田か ら除外

する取組。

　ただし、交付の対象となる取組は、当該取組により交付

対象水田から除外される農地が、それ単独で又は隣接、近

接する農地と併せて、おおむね団地化された畑地 を形成

するものに限る。

（注）交付の対象となった農地においては、交付が行われ

てから５年間は、販売を目的とした当該作物等の作付けが

必要。

（注）団地化にかかる面積は、品目ごとに行います。

2　定着促進支援に係る取組

　高収益作物、畑作物等の導入・定着を図る取組。原則と

して、初年度に畑地化（畑地化支援参照）を行うことが必

要。

3　産地づくり体制構築等支援

①　産地づくりに向けた体制構築支援

　団地化やブロックローテーションの体　制構築のための

調整（現地確認や打合せなど）に要する経費を支援（上限

あり）

②　土地改良区決済金等支援

　令和６年度に畑地化に取り組むことを約束した農業者に

対して、畑地化に伴い土地改良区に支払う必要が生じた場

合に支援

上限　25万円/10a

　

※本事業は申請内容を踏まえて審査し、予算の範囲内で支

援対象者が決定される交付金事業です。

2024年2月15日
https://www

.maff.go.jp/j

/syouan/kei

kaku/soukat

u/r4hosei.ha

tatika.html

農林水産省HP



制度名 概要 要件等 締切 リンク リンク先

相談受付中 畑地化促進事業 【趣旨】

　水田を畑地化して畑作物の本作化に取り組

む農業者に対して、畑地利用への円滑な移行

を促し、畑作物の需要に応じた生産を促進す

ることを目的として、生産が安定するまでの

一定期間、継続的に支援（伴走支援）を行う

とともに、畑作物の産地づくりに取り組む地

域を対象に、関係者間での調整や畑地化に伴

う費用負担（土地改良区の地区除外決済金

等）等に要する経費を支援します。

【事業内容】

1　畑地化支援

　畑作物等の本作化に取り組む農業者を支援

　単価　14.0万円/10a　ほか

2　定着促進支援

　水田を畑地化して、高収益作物、畑作物等

の定着等に取り組む農業者を5年間継続的に

支援

　単価　2.0～3.0万円　×　５年間　ほか

3　産地づくり体制構築等支援

　畑作物の産地づくりに取り組む地域を対象

に、関係者間の調整に要する経費や土地改良

区の地区除外決裁金等を支援

【交付対象となる取組】

1　畑地化支援に係る取組

前年度において主食用米や水田活用の直接支払交付金の交

付対象となった作物等が作付けられ、交付対象水田に該当

している農地を、７月１日付けで交付対象水田か ら除外

する取組。

　ただし、交付の対象となる取組は、当該取組により交付

対象水田から除外される農地が、それ単独で又は隣接、近

接する農地と併せて、おおむね団地化された畑地 を形成

するものに限る。

（注）交付の対象となった農地においては、交付が行われ

てから５年間は、販売を目的とした当該作物等の作付けが

必要。

（注）団地化にかかる面積は、品目ごとに行います。

2　定着促進支援に係る取組

　高収益作物、畑作物等の導入・定着を図る取組。原則と

して、初年度に畑地化（畑地化支援参照）を行うことが必

要。

3　産地づくり体制構築等支援

①　産地づくりに向けた体制構築支援

　団地化やブロックローテーションの体　制構築のための

調整（現地確認や打合せなど）に要する経費を支援（上限

あり）

②　土地改良区決済金等支援

　令和６年度に畑地化に取り組むことを約束した農業者に

対して、畑地化に伴い土地改良区に支払う必要が生じた場

合に支援

上限　25万円/10a

　

※本事業は申請内容を踏まえて審査し、予算の範囲内で支

援対象者が決定される交付金事業です。

2024年2月15日
https://www

.maff.go.jp/j

/syouan/kei

kaku/soukat

u/r4hosei.ha

tatika.html

農林水産省HP


